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保護者・地域に信頼される学校を目指して 

〈鶴ヶ島市立藤中学校だより 第３号〉 学校教育目標

ともに学び、未来を拓くたくましい生徒の育成

≪目指す生徒像≫

○よく考え工夫して学ぶ生徒(知)

○人と自分を大切にする生徒(徳)

○心と体を粘り強く鍛える生徒(体)

令和６年６月３日 校長 竹田 聡

向暑の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

5月10日(金)の「ふれ合い除草」には、たくさんの方にご協力いただきありがとうございまし

た。お陰様で整った環境で体育祭を行うことができました。また、5月18日(土)の体育祭では、
ご家族の応援が子どもたちの大きな力になりました。体育祭閉会式後のテント片付けも大変助

かりました。感謝申し上げます。
6月は運動部の3年生最後の大会「学校総合体育大会」があり、鶴ヶ島市では大会2週間前から

朝練習、土日両日の練習ができます。大会がよいコンディションで迎えられるように、健康管
理を中心に、ご家庭のご理解、ご協力をよろしくお願いします。

＜５月１８日 体育祭 「校長の話」＞
開会式で、私は次の話をしました。

体育祭は、終日好天となり、予定通りに行
うことができました。生徒は、自分の競技、

係はもちろんのこと、応援席からの声援が途
切れることがなく、最後まで団の旗も振り続

けられました。藤中らしさにあふれた、素晴
らしく感動的な体育祭でした。

体育祭の開催にあたり、3つのことを話します。
1つ目は「感謝」です。ご来賓、ご家族に見守
られ、体育祭が開催できることへの「感謝」、体
育祭予行では強風、昨年度の体育祭は小雨
の中での開会式でした。今日は天候にも恵まれ
て体育祭ができることへの「感謝」、そして、5色対
抗の体育祭ができることに「感謝」の気持ちをも
って、取り組みましょう。
2つ目は「全力」です。やる以上は勝つことを
目指して、本気で取り組んでください。勝つ相手
は、まず自分、自分たちです。練習以上の記録
が体育祭本番で出せることが大切です。自己ベ
スト、チームベストを出せた結果、相手にも勝てた
ら更によいですね。
3つ目は「全種目全員参加」です。体育祭で
は、選手、係、応援のどれかを必ず行うことになり
ます。特に、応援は選手の力になります。1日の
長丁場でも応援が途切れることがないように、頑
張ってください。
「感謝」「全力」「全員参加」を胸に熱い戦
いを期待します。

閉会式では、私は次の話をしました。

「悔しさ」「嬉しさ」は、心の成長に役立つ
面もあれば、人を傷つけてしまう面もありま

す。そのことに気付き、学ぶことが大切です。
体育祭を通して、本当に仲間を大切にできる

人に成長することを願っています。

総合優勝の青団の皆さん、おめでとうございま
す。心よりお祝いの言葉を贈ります。残念ながら
優勝に届かなかった団の皆さん、やはり悔しいで
すよね。その「悔しさ」は皆さんが本気で取り組ん
だ証拠で、みなさんの伸びしろです。
勝負事の行事が終わると、私は「勝っておごら
ず、負けてくさらず」と話しています。「負けてくさら
ず」とは、負けた原因を考え、自分の成長に役
立てることです。「悔しさ」を人に向けることは絶対
にしてはいけません。「悔しさ」を人に向けた瞬
間、それは「憎しみ」に変わってしまいます。「勝っ
ておごらず」とは、「謙虚な勝者」であることです。
勝った「嬉しさ」を人に向けると、「恨み」を買うこ
とになります。体育祭の目的は、体育祭を通して
藤中がよりよくなることです。今は5つの団に分か
れていても、体育祭後は仲のよい仲間に戻ってく
ださい。約束ですよ。
ここで、サッカーやラグビーのように「ノーサイド」
を宣言します。今を境に、敵味方なく藤中の仲
間として、成長することを期待しています。
最後までご覧いただきました、ご家族、卒業生
の皆さん、ありがとうございました。卒業生の皆さ
ん、藤中の体育祭は最高ですよね。これからも
藤中の応援をよろしくお願いします。
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＜体育祭を終えて ～団長より～＞
3年1組 桃団団長

桃団は、行動が素早く時間を意識していた団

だと思います。結果的には悔しい思いをしてし

まったけれど、みんなが一つとなり、みんな全

力で応援ができていてとても感動しました。団

長を初めてやらせてもらい、人をまとめるのは

大変なんだと実感しました。この経験を今後に

活かしたいです。ありがとうございました。

もも♪もも♪もも♪もも♪もも♪もも♪もも♪

もも♪もも♪もも～!!

3年2組 青団団長

青団は、1年生から3年生の全員がどの競技で

も、しっかり応援をしてくれたお陰で、よい結

果を出すことができ、優勝することができまし

た。さらに青団は、みんなで話し合い課題を見

つけ、すぐに実行することによって良い結果を

出せました。他の行事でも話し合う力を忘れず

に、生かしていきましょう。

3年3組 黄団団長

最高の体育祭をありがとうございました。こ

んなに素晴らしい体育祭は、藤中でしか創り出

せないだろうと僕は思います。先生も生徒も親

までもが全力となる、笑いあり、涙ありの最高

の行事でした。団長になったことは、この上な

い誇りだと思っています。これからも、藤中の

伝統として、体育祭を盛り上げてください。

3年4組 赤団団長

赤団は、みんな元気があり、団結力もある団

でした。今回優勝できなかったですが、練習や

体育祭当日で、クラスの仲や他学年との仲が深

まったと思います。それをこれから行われる行

事で発揮していけるように頑張りましょう。体

育祭は終わりましたが、いつまでも「勝破笑美

戦」を忘れずに頑張っていきましょう。

3年5組 緑団団長

緑団は学年関係なく、応援とアドバイスをし

合える最高の団だったと思いました。個人とし

ても集団としても、この体育祭を通して成長し

たことが、たくさんあったと思います。1，2年

生達は来年の体育祭を今年よりも盛り上げられ

るように、頑張ってください。そして3年生は残

りの行事を悔いなく取り組むようにしましょう。

団対抗の結果

総合優勝 青団(1-２,2-２,3-２)

総合準優勝 緑団(1-４,2-４,3-５)
学級対抗の結果

学年優勝 1-２(青) 2-２(青) 3-２(青)

～子どもの成長に重要な３つの基地～

「子どもの接し方に悩んだら読む本」を読みました。この本を参考に、子どもの健全な成長につい

て、家庭と学校などの関係を整理しました。特に、ご家庭が安全基地になるようにお願いします。

お知らせ ・教科書展示会が行われます。詳しくは、県教育委員会のホームページをご覧ください。
(参考)坂戸市立教育センター 6/19～7/4(日曜は除く)平日10:15～17:15 土曜10:00～12:00
・藤中学校運営協議会を6/6(木)14:50～15:40に開催します。傍聴をご希望なさる方は6/5(水)
までに藤中学校へご連絡ください。

誰にでも、不安や恐怖などのネガティブな感情を解

消する場所(安全基地)と、心が落ち着き、ポジティブな

感情を醸成する場所(安心基地)の両方が大切です。

安全基地がないと、不安が強すぎたり、自分より弱い人

へ攻撃的になったりします。安心基地がないと、頑張りす

ぎて疲弊したり、急に無気力になったりします。

子どもが挑戦する内容(探索基地)によって、安全

基地と安心基地は、家族や地域、友達や先生などに

変化します。それらを基盤に、ポジティブな感情とネガティ

ブな感情との折り合いをつけ、心身共に健全な成長を

していくことになります。


